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「
平
等
」
の
夢
と
陥
穽 

中
島
岳
志
『
下
中
彌
三
郎
―
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
世
界
連
邦
運
動
へ
』（
平
凡
社
）
を
読
む 

花
田
史
彦 

  

一 

は
じ
め
に 

  

本
稿
で
は
、
中
島
岳
志
『
下
中
彌
三
郎
―
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
世

界
連
邦
運
動
へ
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
。
以
下
、
本
書
）
の

書
評
を
行
な
う
。 

 

本
書
は
、
政
治
思
想
史
研
究
者
で
あ
る
著
者
・
中
島
の
手
に
よ

る
、
平
凡
社
の
創
業
者
・
下
中
彌
三
郎
（
一
八
七
八
―
一
九
六
一
）

の
評
伝
で
あ
る
。
平
凡
社
創
業
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
刊
行

さ
れ
た
。 

 

近
年
、
出
版
史
の
領
域
に
お
け
る
成
果
が
立
て
続
け
に
発
表

さ
れ
て
い
る(

一)

。
中
島
も
、
本
書
に
先
駆
け
る
形
で
岩
波
書
店

の
創
業
者
・
岩
波
茂
雄
（
一
八
八
一
―
一
九
四
六
）
の
評
伝
『
岩

波
茂
雄
―
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
肖
像
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
三
年
）
を
上
梓
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
本
書
は
単
な
る
一
出
版
社
の
経
営
者
の
生
涯
を
整
理

し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
下
中
彌
三
郎
と
い
う
人
物
は
、

戦
前
か
ら
戦
後
を
貫
い
て
近
代
日
本
が
孕
む
こ
と
と
な
っ
た
問

題
を
体
現
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
本
書
は
書
か
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 
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は
じ
め
に 

 

第
一
章 

若
き
日 

 

第
二
章 
革
新
の
時
代 

 

第
三
章 

皇
国
日
本
に
よ
る
世
界
統
一 

 

第
四
章 

世
界
連
邦
・
非
武
装
中
立
・
平
和
憲
法 

 

お
わ
り
に 

 

あ
と
が
き 

 

下
中
彌
三
郎
年
譜 

 

引
用
・
参
考
文
献 

  

一
瞥
し
て
分
か
る
と
お
り
、
本
書
は
下
中
彌
三
郎
の
生
涯
か

ら
、
そ
れ
に
刻
印
さ
れ
た
近
代
日
本
の
歩
み
を
追
う
こ
と
を
試

み
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
下
中
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
著
者
・
中
島

の
問
題
意
識
を
「
は
じ
め
に
」
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

ま
ず
中
島
は
、「
下
中
の
像
は
、
一
定
し
な
い
」（
五
頁
）
と
し

た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
下
中
像
を
抱
い
て
い
た
代
表
的
人
物

と
し
て
大
宅
壮
一
を
引
き
合
い
に
出
す
。
そ
し
て
大
宅
が
か
つ

て
下
中
の
こ
と
を
「
右
翼
」「
エ
タ
イ
の
知
れ
ぬ
怪
物
」
と
述
べ

た
文
章
を
引
用
し
、
そ
う
し
た
捉
え
方
の
限
界
を
主
張
す
る
（
五

―
六
頁
）。 

 

で
は
中
島
は
、
下
中
を
ど
の
よ
う
に
料
理
し
よ
う
と
い
う
の

だ
ろ
う
か
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

私
が
描
き
た
い
の
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
捉
え
損
な
っ
て
き

た
下
中
の
一
貫
性
で
あ
る
。
彼
を
右
派
／
左
派
と
い
う
枠
組

み
で
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
必
ず
彼
は
そ
こ
か
ら
零
れ
落
ち

て
し
ま
う
。
結
果
、「
無
理
論
」
で
「
ゴ
ッ
チ
ャ
」
な
人
物
と

い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
し
ま
う
。（
七
頁
）(

二) 

  

要
す
る
に
中
島
は
、
戦
中
に
「
転
向
」
し
た
と
認
識
さ
れ
て
き

た
下
中
を
、「
右
派
」
か
ら
「
左
派
」
へ
、
と
い
う
枠
組
で
は
な

く
、「
一
貫
性
」
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
果

た
し
て
そ
の
試
み
が
成
功
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
も
そ
も
「
一

貫
性
」
と
い
う
枠
組
が
ど
の
程
度
妥
当
で
あ
る
の
か
、
本
稿
で
は
、

最
後
に
そ
う
し
た
問
題
も
検
討
す
る
が
、
ま
ず
は
本
書
の
内
容
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を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

「
若
き
日
」
に
つ
い
て 

  

本
節
で
は
、
第
一
章
「
若
き
日
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
こ
こ

で
は
、
下
中
の
誕
生
か
ら
明
治
の
終
わ
り
ま
で
の
歩
み
が
書
か

れ
て
い
る
。 

 

下
中
彌
三
郎
は
、
一
八
七
八
年
、
窯
業
が
盛
ん
な
土
地
・
兵
庫

県
立
杭
に
、
自
宅
で
寺
子
屋
を
開
い
て
い
た
父
・
久
喜
蔵
の
子
と

し
て
生
ま
れ
た
。 

 

こ
の
土
地
・
家
に
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
下
中
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
を
も
っ
た
。
自
宅
が
寺
子
屋
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
の
ち
に
彼

の
平
等
主
義
的
な
教
育
論
へ
と
結
実
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た

下
中
が
長
じ
て
彼
の
地
の
陶
芸
家
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

こ
と
は
、
政
治
的
な
活
動
家
と
し
て
の
起
点
と
な
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
下
中
に
は
立
杭
の
地
で
生
涯
を
終
え
る
気
は
な

か
っ
た
。
一
八
九
九
年
、
正
教
員
試
験
に
合
格
し
、
西
宮
小
学
校

に
赴
任
す
る
。
彼
は
、
多
分
に
啓
蒙
主
義
的
な
性
格
を
具
え
て
お

り
、
立
杭
の
よ
う
な
「
田
舎
社
会
の
改
良
」、
さ
ら
に
は
そ
こ
か

ら
敷
衍
さ
れ
た
「
国
語
改
良
」
へ
の
志
向
を
も
っ
て
い
た
（
二
八

―
三
一
頁
）。 

 

こ
の
よ
う
な
下
中
の
考
え
方
か
ら
、
彼
は
「
教
員
は
ネ
イ
シ
ョ

ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
重
要
な
役
割
を
担
」
う
も
の
で
あ
る
と
考

え
、
さ
ら
に
は
「
統
一
へ
の
欲
望
」
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
解
釈

を
中
島
は
示
し
て
い
る
（
三
四
頁
）。
ま
た
下
中
は
、「
子
ど
も
」

を
純
真
無
垢
な
存
在
と
し
て
理
想
化
し
て
お
り
、
彼
の
教
育
論

に
は
そ
う
し
た
童
心
主
義
も
内
在
し
て
い
た
。 

 

日
本
を
教
育
に
よ
っ
て
「
改
良
」
し
、「
平
等
」
な
社
会
へ
と

導
い
て
い
く
と
い
う
志
向
が
下
中
に
は
あ
り
、
そ
れ
に
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
根
拠
を
与
え
た
も
の
が
天
皇
で
あ
っ
た
。
下
中
は
、
平

等
主
義
者
で
あ
る
と
同
時
に
天
皇
主
義
者
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
彼
は
「
明
治
天
皇
に
よ
っ
て
封
建
制
が
打
破
さ
れ
、
身
分
社

会
が
解
体
さ
れ
た
と
考
え
た
」（
四
三
頁
）
か
ら
で
あ
る
。 

 
天
皇
を
中
心
と
し
た
平
等
主
義
こ
そ
が
、
下
中
を
し
て
、
社
会

主
義
、
超
国
家
主
義
、
ア
ジ
ア
主
義
、
ひ
い
て
は
戦
後
の
世
界
連

邦
論
と
い
っ
た
、
一
見
す
る
と
雑
多
な
思
想
へ
と
シ
ン
パ
サ
イ
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ズ
せ
し
め
た
と
中
島
は
見
て
取
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
、
あ
る
意

味
で
ナ
イ
ー
ヴ
な
天
皇
主
義
＝
平
等
主
義
は
、
日
本
に
よ
る
植

民
地
支
配
の
肯
定
に
も
つ
な
が
っ
た
（
八
四
―
八
七
頁
）。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
下
中
は
そ
の
思
想
的
基
盤
を
形
成
し
て

ゆ
く
。
そ
ん
な
彼
が
、
教
師
の
次
に
選
ん
だ
仕
事
こ
そ
が
出
版
で

あ
っ
た
。 

 

三 

「
革
新
の
時
代
」
に
つ
い
て 

  

本
節
で
は
、
第
二
章
「
革
新
の
時
代
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

こ
こ
で
は
、
下
中
が
本
格
的
に
出
版
業
へ
と
乗
り
出
し
て
い
く

戦
前
の
動
き
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 

一
九
一
四
年
、
下
中
は
成
蹊
社
と
い
う
出
版
社
か
ら
、『
ポ
ケ

ッ
ト
顧
問 

や
、
此
は
便
利
だ
』
と
い
う
用
語
集
を
刊
行
し
た
。

彼
は
、「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
用
語
集
を
出
版
す
る
こ
と
で
、
言

葉
の
正
し
い
使
い
方
を
提
示
す
る
と
同
時
に
、
教
育
を
満
足
に

受
け
て
い
な
い
庶
民
が
新
聞
・
雑
誌
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
た
」（
一
〇
三
頁
）
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
同
年
、
下
中
は
平
凡
社
を
創
業
す
る
。
さ
ら
に
は
「
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
時
代
の
な
か
、
当
時
流
行
し
て
い
た

革
新
運
動
団
体
と
も
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
た
だ
し
、
彼
は
や
は
り
当
時
流
行
し
て
い
た
普
選
運
動

に
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
ア
ナ
ー
キ
ー
な
性
格
を
も
つ
下

中
の
目
に
は
、
議
会
政
治
と
は
特
権
階
級
の
利
益
を
担
保
す
る

も
の
に
し
か
映
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の

展
開
し
た
活
動
は
、
出
版
や
教
育
、
た
と
え
ば
池
袋
児
童
の
村
小

学
校
と
い
っ
た
、
よ
り
幅
広
い
人
々
に
訴
え
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
た
も
の
に
傾
斜
し
た
。 

 

こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
、
ひ
と
え
に
彼
の
平
等
主
義
に
よ

る
。
そ
し
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
の
象
徴
に
は
天
皇
と
い

う
存
在
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
下
中
が
天
皇
主
義
者
で
あ
る
こ
と
は
、
現
実
の
日
本

国
家
を
肯
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
下
中
は
一
九

二
〇
年
代
に
ア
ジ
ア
連
帯
論
を
掲
げ
、
日
本
政
府
の
対
外
政
策

批
判
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
彼
の
平
等
主
義
は
、
ア
ジ
ア
レ
ベ
ル

に
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。 
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ま
た
一
九
二
五
年
を
境
に
、
平
凡
社
の
出
版
活
動
は
活
発
化

し
て
い
く
。
当
時
の
円
本
ブ
ー
ム
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
平
凡
社
も

さ
ま
ざ
ま
な
全
集
の
出
版
に
注
力
し
た
。
文
学
、
美
術
、
思
想
と

い
っ
た
、
広
い
意
味
で
の
「
知
」
に
「
大
衆
」
が
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
下
中
の
目
的
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
下
中
の
平
等
主
義
は
、
一
九
三
〇
年
代

以
降
の
戦
時
体
制
に
お
い
て
、
い
か
な
る
形
を
と
る
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

四 

「
皇
国
日
本
に
よ
る
世
界
統
一
」
に
つ
い
て 

  

本
節
で
は
、
第
三
章
「
皇
国
日
本
に
よ
る
世
界
統
一
」
の
内
容

を
紹
介
す
る
。 

 

下
中
が
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
時
期
に
お
い
て
、
議
会
政

治
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
。
し

か
し
、
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
、
彼
は
革
新
勢
力
の
政
党
化
を
目

指
す
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
愛
国
勤
労
党
を
設
立
し
、
天
皇

主
義
＝
平
等
主
義
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
「
一
君
万
民
」
秩
序
の

実
現
を
構
想
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
、
下
中
は
「
国
家
社
会
主
義
」
へ
の
傾
斜
を
深
め
て

い
く
。
す
な
わ
ち
、「
平
等
社
会
実
現
を
目
指
す
方
法
論
を
「
自

治
」
か
ら
「
統
制
」
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
」（
二
〇
六
頁
）
て
い

く
わ
け
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
下
中
は
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
よ
り
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
方
向
へ
と
舵
を
切
り
、
草
の
根
的
な
学
校
づ
く
り
で
も
な

け
れ
ば
、
政
党
運
動
で
も
な
い
、
国
家
の
「
純
粋
支
配
」（
二
二

九
頁
）
を
希
求
し
て
い
く
。「
そ
れ
は
「
支
配
で
あ
り
な
が
ら
支

配
で
な
い
ほ
ど
、
各
人
の
理
想
が
調
和
さ
れ
統
一
さ
れ
て
ゐ
」
る

状
態
で
あ
り
、「
搾
取
な
き
支
配
、
搾
取
を
含
ま
な
い
統
制
」
が

貫
徹
さ
れ
た
体
制
」（
二
三
〇
頁
）
で
あ
る
と
い
う
。
換
言
す
れ

ば
、
天
皇
親
政
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
体
制
に
お
い
て
、
人
々
は
す

べ
て
天
皇
の
赤
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
と
き
下
中
に
お
い
て
、
議
会
政
治
や
自
治
、
個
人
と
い
っ
た

も
の
は
否
定
さ
れ
る
。 

 

ま
た
下
中
は
、
軍
拡
の
必
要
性
を
説
く
よ
う
に
な
り
、「
皇
国

日
本
」
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
、
ひ
い
て
は
世
界
の
統
一
を
志
向
し
て
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い
く
。
中
島
は
こ
の
時
期
の
下
中
の
構
想
を
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。 

 

下
中
の
国
家
主
義
は
「
日
本
に
よ
る
世
界
の
統
一
」
と
い
う
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
へ
と
拡
張
す
る
。
国
家
主
義
が
国
家
を
超
え
て
世

界
を
統
一
す
る
構
想
へ
と
連
続
す
る
。
こ
こ
に
真
の
「
超
国
家

主
義
」
が
誕
生
す
る
。
／
超
国
家
主
義
は
、
極
端
な
国
家
主
義

（
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
に
よ
っ
て
国
家
を
超
え
た
統
合

（
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
を
な
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
世
界
は
い
ず
れ
一
つ
に
結
合
す
る
。
ア
ジ

ア
主
義
は
そ
の
中
間
段
階
に
過
ぎ
な
い
。（
二
四
四
頁
） 

  

下
中
の
思
想
は
、
天
皇
の
下
に
世
界
は
統
一
さ
れ
、
天
皇
の
下

で
の
全
人
類
の
平
等
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
八
紘
一

宇
」
的
な
も
の
へ
と
収
斂
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
そ
の
具

体
的
な
担
い
手
と
し
て
、
軍
人
に
期
待
を
か
け
た
。
さ
ら
に
は
満

洲
事
変
・
国
連
脱
退
の
賞
賛
や
、
天
皇
機
関
説
の
排
撃
と
い
っ
た

言
動
も
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

ま
た
、
下
中
は
一
九
四
一
年
の
「
大
東
亜
戦
争
」
の
勃
発
と
と

も
に
、
日
本
が
ア
ジ
ア
解
放
の
歴
史
的
使
命
を
負
っ
て
い
る
こ

と
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
戦
争
の
先
に
あ
る

秩
序
を
下
中
は
「
ア
ジ
ア
が
自
主
的
に
皇
国
日
本
に
随
順
す
る

あ
り
方
」（
二
七
九
頁
）
と
し
、
欧
米
列
強
の
植
民
地
支
配
と
の

差
異
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
よ
う
な
現

実
は
あ
り
得
ず
、
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
下
中
は
戦
後
い
か
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
「
一
貫
性
」
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

五 

「
世
界
連
邦
・
非
武
装
中
立
・
平
和
憲
法
」
に
つ
い
て 

  

本
節
で
は
、
第
四
章
「
世
界
連
邦
・
非
武
装
中
立
・
平
和
憲
法
」

の
内
容
を
紹
介
す
る
。 

 
下
中
は
、
戦
後
も
そ
の
ア
ジ
ア
主
義
を
継
続
さ
せ
て
い
た
と

中
島
は
見
る
。
た
と
え
ば
一
九
五
二
年
に
は
世
界
連
邦
ア
ジ
ア

会
議
を
開
催
し
、「
全
人
類
は
き
よ
う
だ
い
で
あ
り
、
世
界
は
一
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つ
で
あ
り
ま
す
」（
三
〇
一
頁
）
と
述
べ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
欧

米
主
導
の
国
連
批
判
で
も
あ
り
、
ま
た
米
ソ
冷
戦
体
制
批
判
で

も
あ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
下
中
の
ア
ジ
ア
主
義
を
、
中
島
は
「
軍
事
力
抜
き

の
大
東
亜
共
栄
圏
」（
三
一
三
頁
）
で
あ
る
と
し
、
そ
の
戦
前
以

来
の
連
続
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
下
中

の
「
一
貫
性
」
を
論
じ
る
。 

 

下
中
の
思
想
の
枠
組
み
は
、
若
き
日
か
ら
一
貫
し
て
い
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
変
転
す
る
時
代
の
中
で
「
子
供
至
上

論
」
と
な
り
、「
教
育
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
な
り
、「
農
村
自
治
」

と
な
り
、「
八
紘
一
宇
」
と
な
り
、「
世
界
連
邦
」
と
な
っ
て
現

れ
た
。
世
界
を
右
派
／
左
派
と
い
う
二
分
法
で
分
類
す
る
な

ら
ば
、
彼
の
思
想
は
極
端
に
ぶ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
／

確
か
に
下
中
の
発
言
に
は
落
ち
着
き
が
な
い
。
そ
の
性
急
な

性
格
は
、
常
に
新
し
い
も
の
に
飛
び
つ
き
、
持
続
性
を
欠
い
て

い
る
。
し
か
し
、
人
類
が
究
極
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
到
達
し
、

一
つ
の
生
命
体
に
回
帰
す
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
一
貫
し

て
揺
ら
い
で
い
な
い
。
彼
の
希
求
す
る
世
界
は
、
表
層
的
な
差

異
を
超
え
て
、
一
つ
に
還
元
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
人
類
が
合
一

化
し
、
神
の
ま
に
ま
に
生
き
る
世
界
。
格
差
の
な
い
社
会
。
透

明
な
共
同
体
―
―
（
三
一
七
頁
） 

  

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
あ
る
意
味
で
高
邁
な
思
想
を
も
つ
が

ゆ
え
に
、
下
中
は
、
と
り
わ
け
政
治
活
動
に
お
い
て
常
に
挫
折
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
し
ば
し
ば
「
独
善
的
な
正
義
に
溺
れ
」（
三
一

七
頁
）
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

戦
後
も
下
中
は
、
老
齢
な
が
ら
出
版
に
と
ど
ま
ら
な
い
活
動

を
熱
心
に
展
開
し
た
。
一
九
五
五
年
の
妻
・
み
ど
り
の
死
去
以
降
、

積
極
的
に
海
外
渡
航
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
。 

 

岸
信
介
や
ネ
ル
ー
と
交
流
し
、
ア
ジ
ア
外
交
の
重
要
性
を
あ

ら
た
め
て
確
信
し
た
下
中
は
、
世
界
宗
教
会
議
の
主
宰
、
中
華
人

民
共
和
国
の
訪
問
（
こ
の
と
き
下
中
は
、
資
本
主
義
で
も
共
産
主

義
で
も
な
い
有
機
的
な
「
協
同
主
義
」
を
実
現
し
た
「
楽
園
」
と

し
て
中
国
を
評
価
し
て
い
た
）、
台
湾
独
立
論
の
提
唱
な
ど
を
行

な
う
。
ま
た
一
九
五
七
年
に
は
岸
信
介
の
外
遊
に
も
同
行
し
、
ア
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ジ
ア
の
連
帯
に
奔
走
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
実
は
下
中
の
思
う
よ
う
に
は
動
か
な
い
。
彼
が
期

待
を
寄
せ
た
岸
信
介
は
日
米
安
保
改
定
を
行
な
い
、
対
米
従
属

を
深
め
、
ま
た
中
国
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
弾
圧
の
事
実
も
明
る
み

と
な
っ
た
。
彼
が
夢
見
る
世
界
連
邦
の
実
現
に
は
、
ほ
ど
遠
い
現

実
世
界
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
混
沌
と
し
た
戦
後
世
界
批
判
と
し
て
、
下
中
の
「
一

貫
性
」
が
再
び
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と
中
島
は
見
る
。
戦
後
も
下
中

は
「
世
界
は
皆
兄
弟
と
い
う
四
海
同
胞
の
精
神
」（
三
五
一
頁
）

を
掲
げ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
中
島
は
、
以
下
の
よ
う
に

下
中
の
戦
後
思
想
を
総
括
す
る
。 

 

下
中
は
日
本
民
族
の
純
血
性
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
む
し
ろ
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
と
混
血
を
繰
り
返
し
、
一
つ
の
「
人
類
」

と
い
う
民
族
共
同
体
が
で
き
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
。

下
中
の
見
解
で
は
、「
日
本
人
は
建
国
の
い
に
し
え
か
ら
混
血

民
族
」
で
あ
り
、
そ
の
混
血
性
が
肉
体
的
・
精
神
的
な
強
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
雑
種
性
を
生
か
し
、
積
極
的
に

海
外
に
移
住
し
て
混
血
を
進
め
る
こ
と
が
日
本
人
に
与
え
ら

れ
た
使
命
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
日
本
精
神
は

自
然
と
拡
張
し
、「
神
な
が
ら
信
仰
」
に
基
づ
く
「
八
紘
一
宇
」

が
確
立
す
る
。
全
人
類
に
一
切
の
隔
た
り
が
な
く
な
る
。
世
界

が
一
つ
に
溶
け
込
む
。
／
下
中
は
平
和
憲
法
を
「
神
な
が
ら
信

仰
」
の
具
現
と
見
な
し
、
世
界
連
邦
を
「
八
紘
一
宇
」
の
理
想

と
見
な
す
こ
と
で
、
日
本
精
神
に
よ
る
人
類
社
会
統
合
を
構

想
し
た
。（
三
五
二
頁
） 

  

「
雑
種
」
と
い
う
意
味
で
の
「
日
本
化
」
が
世
界
全
体
に
な
さ

れ
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
八
紘
一
宇
で
あ
り
、
世
界
連
邦
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
人
類
す
べ
て
の
平
等
の
実
現
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
下

中
の
晩
年
に
お
け
る
到
達
点
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
夢
を
残
し

て
、
下
中
は
一
九
六
一
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

 
六 
「
お
わ
り
に
」
に
つ
い
て 

  

本
節
で
は
、「
お
わ
り
に
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
。 
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こ
こ
で
は
、
あ
ら
た
め
て
中
島
に
よ
る
下
中
の
「
一
貫
性
」
が

確
認
さ
れ
る
。
中
島
は
下
中
の
生
涯
を
貫
い
て
い
た
思
想
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。 

 

そ
れ
は
人
類
統
一
へ
の
欲
望
で
あ
り
、
純
粋
で
神
秘
的
な
世

界
の
実
現
だ
っ
た
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
楽
土
の
追
求
は
、
生
涯
を

通
じ
て
継
続
し
て
い
る
。
世
界
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
到
達

し
、
人
類
が
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

（
三
五
七
頁
） 

  

こ
う
し
た
思
考
に
お
い
て
、
下
中
は
生
涯
を
と
お
し
て
一
貫

し
て
い
た
と
中
島
は
述
べ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
中
島
は
下
中
の

生
涯
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
、
作
家
の
Ｇ
・

Ｋ
・
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
の
「
平
凡
な
こ
と
の
ほ
う
が
非
凡
な
こ
と
よ

り
も
よ
ほ
ど
に
非
凡
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
た
う
え

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

下
中
が
生
涯
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
は
、「
平
凡
の
非
凡
」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
／
人
間
が
不
完
全
で
あ
る
以

上
、
世
界
は
完
成
し
な
い
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
実
現
す
る
こ
と
な

ど
あ
り
え
な
い
。
世
界
は
連
日
、
想
定
外
の
出
来
事
に
直
面
し
、

右
往
左
往
す
る
。
人
々
は
、
日
々
の
変
化
の
中
で
永
遠
の
微
調

整
を
続
け
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
な
ど
永
遠
に
や
っ
て
こ
な

い
。
／
大
切
な
の
は
、「
平
凡
」
な
日
常
を
支
え
る
バ
ラ
ン
ス

感
覚
で
あ
り
、
長
い
年
月
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
社

会
的
経
験
値
の
継
承
で
あ
る
。
不
安
定
な
世
界
の
中
で
、「
平

凡
」
を
維
持
す
る
こ
と
こ
と
が
、
人
類
の
英
知
で
あ
る
。（
三

六
一
頁
） 

  

最
後
に
中
島
は
、
下
中
を
い
わ
ば
「
反
面
教
師
」
と
す
る
か
た

ち
で
、「
保
守
」
の
重
要
性
を
説
き
、
本
書
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

下
中
の
思
想
と
行
動
の
よ
う
に
、
性
急
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
漸
進
的
な
改
良
の
営
為
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
「
保
守
」
の
真
髄
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
島
の
政
治
的
立
場
の
是
非
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は

措
き
、
総
評
へ
と
移
り
た
い
。 
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七 
総
評 

  

ま
ず
本
書
は
、
出
版
人
で
あ
り
教
育
者
で
あ
り
政
治
活
動
家

で
も
あ
っ
た
下
中
彌
三
郎
と
い
う
捉
え
が
た
い
人
物
の
生
涯
の

総
括
を
と
お
し
、
近
代
日
本
の
歴
史
を
描
こ
う
と
試
み
た
挑
戦

的
な
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

メ
デ
ィ
ア
史
、
思
想
史
、
教
育
史
と
い
っ
た
多
様
な
領
域
に
ま

た
が
っ
て
登
場
す
る
下
中
と
い
う
人
物
を
捉
え
る
た
め
に
は
、

評
伝
と
い
う
歴
史
叙
述
の
形
式
は
妥
当
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
そ
の
形
式
を
と
る
こ
と
で
、
細
分
化
さ
れ
が
ち
な
歴
史
研

究
を
「
個
」
の
射
程
か
ら
総
合
的
に
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
も
見
え

て
く
る
で
あ
ろ
う
。
成
田
龍
一
が
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ

の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
そ
も
そ
も
、

歴
史
家
に
と
っ
て
「
個
人
は
多
く
の
知
識
の
流
れ
や
多
く
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
側
面
が
交
差
す
る
点
で
あ
る
」
と
い
う
認

識
が
あ
る
（
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
『
日
本
を
再
発
明
す

る
』
以
文
社
、
二
〇
一
四
年
）」
か
ら
で
あ
る(

三)

。 

 

ま
た
、
映
画
評
論
家
の
思
想
を
研
究
し
て
い
る
評
者
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
昨
今
の
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
者
と
思
想
史
研
究
者

と
の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
重
な
り
合

う
部
分
と
異
な
る
部
分
と
は
一
体
何
か
、
と
い
っ
た
議
論(

四)

に

も
一
石
を
投
じ
得
る
実
践
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

 

そ
う
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
以
下
、
気
に
な
っ
た

点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
中
島
は
本
書
の
冒
頭
で
、
か
つ
て
下
中
を
「
右
翼
」「
エ

タ
イ
の
知
れ
ぬ
怪
物
」
と
評
し
た
大
宅
壮
一
を
仮
想
敵
と
し
て

い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
右
派
／
左
派
と
い
う
枠
組
み
」
で
下
中

を
捉
え
な
い
こ
と
が
本
書
の
意
義
だ
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
下
中
を
「
右
翼
」
と
述
べ
た
大
宅
が
必
ず
し
も
的
を

外
し
て
い
る
と
は
、
評
者
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
近
代
日
本

に
お
い
て
、「
右
翼
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
が
「
超
―
国
家
主
義
」

（
極
端
な
国
家
主
義
）
か
ら
「
超
国
家
―
主
義
」（
国
家
を
超
克

す
る
主
義
）
へ
と
跳
躍
を
果
た
そ
う
と
し
た
こ
と
は
近
年
の
思

想
史
研
究
で
共
有
さ
れ
て
い
る
知
見
で
は
な
か
ろ
う
か(

五)

。
だ

か
ら
、
仮
に
中
島
の
議
論
に
乗
る
の
で
あ
れ
ば
、
下
中
の
「
一
貫
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性
」
と
は
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
右
翼
」
で
あ
り
つ
づ

け
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、

「
右
派
／
左
派
と
い
う
枠
組
み
」
で
下
中
を
捉
え
な
い
と
い
う

中
島
の
理
路
を
、
評
者
は
充
分
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
中
島
が
想
定
す
る
「
右
派
／
左
派
と
い
う
枠
組
み
」
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
も
う
少
し
丁
寧
な
説
明
が
必
要

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

ま
た
、
そ
も
そ
も
下
中
を
「
一
貫
性
」
に
お
い
て
の
み
捉
え
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
評
者
は
抱
い
た
。
た

し
か
に
、
平
等
主
義
的
な
思
想
の
次
元
に
お
い
て
、
下
中
に
「
一

貫
性
が
あ
っ
た
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か

し
こ
れ
は
、
ま
さ
に
中
島
自
身
が
批
判
的
に
対
峙
し
よ
う
と
し

た
「
性
急
さ
」
を
抱
え
込
ん
だ
議
論
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
要
す

る
に
、
中
島
は
「
思
想
の
一
貫
性
」
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
の

実
現
手
段
の
問
題
を
等
閑
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
「
人
類
の
平
等
」
を
志
向
し
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
議
会
政
治
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く

の
か
、
戦
争
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ

ア
や
教
育
か
と
い
っ
た
手
段
の
違
い
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
て
く

る
結
果
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

中
島
に
は
、
思
想
が
手
段
に
規
定
さ
れ
る
可
能
性
、
つ
ま
り
メ

デ
ィ
ア
論
的
に
言
え
ば
、
形
式
が
内
容
を
規
定
す
る
可
能
性
に

つ
い
て
の
配
慮
が
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

ま
た
、
思
想
レ
ベ
ル
だ
け
を
見
て
も
、
本
書
を
読
ん
だ
か
ぎ
り

で
は
、
戦
後
の
下
中
か
ら
は
「
天
皇
」
の
姿
が
消
え
て
い
た
。
下

中
の
な
か
で
、
天
皇
は
そ
の
平
等
主
義
を
担
保
す
る
存
在
と
し

て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
彼
は
な
ぜ
そ
れ

を
捨
て
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
は
、
象
徴
天
皇
制
と
い
う
、
戦

後
日
本
の
秩
序
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
天
皇
に
関
し
て
も
下
中
は
「
一
貫
性
」
を
保
ち
つ

づ
け
て
い
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
島
は
そ
う
い
っ
た
問

題
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。 

 
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
評
者
は
本
書
を
い
く
つ
か
の
疑

問
を
抱
え
な
が
ら
読
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、

本
書
の
成
果
を
前
提
と
し
た
う
え
で
の
話
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
評
者
の
見
解
は
、
評
者
自
身
に
も
返
っ
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て
く
る
問
題
で
あ
る
。「
個
」
の
次
元
か
ら
い
か
に
総
合
的
な
歴

史
像
を
描
き
出
す
か
と
い
う
、
歴
史
研
究
者
が
直
面
せ
ざ
る
を

得
な
い
普
遍
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
本
書
は
多
く
の
示
唆
を
与

(

一) 

た
と
え
ば
、
紅
野
謙
介
『
物
語
岩
波
書
店
百
年
史
一
―
「
教
養
」
の

誕
生
』、
佐
藤
卓
己
『
物
語
岩
波
書
店
百
年
史
二
―
「
教
育
」
の
時
代
』、

苅
部
直
『
物
語
岩
波
書
店
百
年
史
三
―
「
戦
後
」
か
ら
離
れ
て
』（
い
ず
れ

も
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。 

(

二) 

な
お
、
引
用
に
際
し
て
／
を
使
っ
て
い
る
箇
所
は
、「
右
派
／
左

派
」
の
部
分
を
除
き
評
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
改
行
を
示
し
て
い

る
。
以
下
同
じ
。 

え
て
い
る
。 

 (

三) 

成
田
龍
一
「「
評
伝
」
の
世
界
と
「
自
伝
」
の
領
分
―
個
人
史
研
究

を
め
ぐ
る
断
片
」『
歴
史
評
論
』
第
七
七
七
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
号
、
三

九
頁
。 

(

四) 

佐
藤
卓
己
「「
メ
デ
ィ
ア
人
間
」
の
集
合
的
無
思
想
に
挑
む
雑
誌
研

究
」
お
よ
び
河
野
有
理
「
コ
メ
ン
ト
：「
古
典
」
か
「
雑
誌
」
か
」（
い
ず

れ
も
『
日
本
思
想
史
学
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。 

(

五) 

片
山
杜
秀
『
近
代
日
本
の
右
翼
思
想
』
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
。 
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